
第１５回大垣市景観遺産審議会 次第 

 

 

○ 日 時 平成２６年５月２８日（水） 午前１０時００分から 

 

○ 場 所 市役所本庁舎２階 第１会議室 

 

○ 次 第 

 

１．開 会 

 

２．議 事 

 

（１）議事録署名者指名 

 

（２）大垣市景観遺産及び大垣市景観自慢の指定について 

 

① 景観遺産・景観自慢の候補物件について      【資料３】 

② 景観遺産・景観自慢の指定基準について      【資料４】 

 

（３）大垣市景観遺産の指定の解除について         【資料５】 

 

 （４）その他 

    今後のスケジュールについて ほか          【資料６】 

 

３．閉 会 

 

 

 

 

配布資料一覧 

大垣市景観遺産審議会委員名簿           【資料１】 

諮問書                      【資料２】 

大垣市景観遺産・景観自慢候補物件一覧       【資料３】 

大垣市景観遺産・景観自慢の指定基準について（案） 【資料４】 

大垣市景観遺産指定解除候補物件          【資料５】 

今後のスケジュールについて            【資料６】 



（順不同・敬称略）

№ 区分 名前 性別 役職名 備考

1 学識経験を有する者 溝口
みぞぐち

　正人
ま さ と

男 名古屋市立大学大学院芸術工学研究科教授
大垣市都市計画景観
審議会委員

2 学識経験を有する者 髙木
た か ぎ

　朗
あき

義
よし

男 岐阜大学工学部教授
大垣市都市計画景観
審議会委員

3 学識経験を有する者 鈴木
す ず き

　隆雄
た か お

男 大垣市文化事業団事業課長 学芸員

4 地域を代表する者 杉原
すぎはら

　重明
しげあき

男
元墨俣児童館館長
元墨俣歴史資料館（墨俣一夜城）館長

5 地域を代表する者 森川
もりかわ

　賢治
け ん じ

男 元上石津郷土資料館館長 学芸員

設置根拠：大垣市景観条例（平成21年条例第4号）、大垣市景観条例施行規則（平成21年規則第12号）

任　　期：平成25年6月17日から平成27年6月16日まで

　

大垣市景観遺産審議会委員名簿

資料１ 







１件

指定№ 名称 種類 所在地 指定日

5 船町湊跡と奥の細道むすびの地 風景資産 船町1・2丁目 平成22年10月1日

解除理由

当該物件が文化財保護法（昭和25年法律第214号）に基づき、平成26年3月18日に国の名勝に指定されたため。

物件詳細

大垣市景観遺産　指定解除物件

　船町湊は水門川の川湊で、慶長年間（1596-1615年）
から整備が始まり水運が発達しました。大正の時代に
なって鉄道が開通すると、船による輸送は減少し、やが
て衰退していきました。この場所は松尾芭蕉が「奥の細
道」の旅を終え、伊勢に向かって船出をした場所です。
湊跡付近に標識として江戸時代後半に建てられた住吉
燈台が残っています。また現在は水門川沿いが「四季
の路」として整備されています。

資料５ 



 

今後のスケジュールについて 

 

事 前 

①各委員へ応募物件一覧を事前送付（５月２０日付発送） 

・景観遺産、景観自慢の指定候補物件の検討を依頼 

 

第１５回審議会（本日） 

②事務局から対象物件について説明し、意見交換を実施 

・意匠性、郷土性、表象性、規範性、親和性の５つの基準（資料４参照）から選考 

・審査に必要となる物件の情報等 

・景観遺産、景観自慢の指定候補物件の現地調査の可否の検討 

 

６月中旬～７月中旬 

③現地調査の実施 

・現地調査実施当日に意見交換、結果のとりまとめを実施 

 

第１６回審議会（８月～９月上旬） 

④現地調査の結果を報告 

・景観遺産、景観自慢指定候補物件の審議 

・市長への答申案の決定 

 

９月中旬 

⑤市長への答申 

 

第１７回審議会（１０月以降） 

⑥同意取得状況の報告、講評内容の確認等 

 

平成２７年１月頃 

⑦景観遺産、景観自慢の指定及び公表（告示、記者発表等） 

資料６ 
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